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▲廿屋地区道路拡幅カ所の地図

▲廿屋地区バス関係書類
　（昭和 32年～）

▲美濃太田駅前で行われたテープカット

「待望の名古屋直通バス」
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　市内路線バスの充実とともに、市民の熱望であった名古屋への直
通バスが 1960（昭和 35）年に開設されました。
　左の写真は 10月１日、美濃太田駅前で行われたテープカットの
風景で、飾り立てられたバスや乗務員の姿が写っています。岐阜乗
合と名鉄の合同でバスは運行され、美濃太田駅前岐阜乗合事務所前
から名古屋駅間を 1日 12往復しました。午前 6時 36分を始発と
し、以後毎時 40分に発車、午後 5時 40分が最終のバスでした。
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